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一、はじめに
　
飛鳥井雅縁
（延文三年〈一三五八〉～正長元年〈一四二八〉十月十二
日）
は、 『新古今集』撰者の一人である藤原雅経を祖とする歌道
家、飛鳥井家の人物である。雅縁男の雅世は、最後の勅撰集となる『新続古今集』 撰者となった。雅世男の雅親も勅撰集撰進の下命を受けた
１
が、その撰集作業は、応仁の乱の勃発により、自邸
に設けた和歌所が焼失したこと、また、下命者 後花園上皇が落飾したことなどの事情によって、完成を見ることなく終わった。　
雅世・雅親の代に、飛鳥井家は確かに歌壇の中心的存在となっ
た。このように飛鳥井 が発展する過程で 大きく寄与した人物が雅縁である。雅縁は飛鳥井家中興の祖
２
ともなされる。本稿では
この雅縁の伝をめぐるごく基礎的な問題を考究する。雅縁は改名を繰り返し、応永五年
（一三九八）
出家の後は宋雅の法号で活動
した。そこで以下便宜上、同人を統一して雅縁と称呼することとしたい。
　
雅縁は当初から歌壇の中心的地位を占めたわけではない。雅縁
の父である雅家は、兄たちが没したことにより結果的に飛鳥井家を相続した人物であり 歌壇的な地位は振るわない。雅家は雅縁が歌壇に登場するにあたって、 さほど有力な後見た えなかった。　
当時の歌壇では二条家が中心的地位を占めた。雅縁が勅撰に初
入集したとされる『新後拾遺集』も、二条為遠および為重の撰である。後に二条家は断絶
３
、その頃には冷泉為尹が台頭しており、
雅縁は歌壇に重要な地位を占めながらも 第一人者と呼ぶ はできない。当時の歌壇状況は井上宗雄『中世歌壇史の研究
　
南北
朝期
４
』に詳しい。
　
雅縁と雅世が歌壇の中心に躍り出たのは、応永二十四年
（一四
一七）
に為尹が没して以
後５
と考えられる。このように飛鳥井家の
歌壇的立場は、二条家や冷泉家 比してまだまだ低かっ 。　
以下、少壮期の雅縁の事跡について調査する。雅縁は本名を雅
氏といい、雅幸と改名し、さらに雅縁と名乗ることになるが、こうした基礎的事項も、確実に整理され、考証され い とは言い
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難い。　
井上宗雄『中世歌壇史の研究
　
南北朝
期６
』においては、 『新後
拾遺集』 について述べた箇所で、 作者として雅幸の名が出ており、「雅縁」と注される。そして『尊卑分脉』の雅世の条に、 「本名雅氏又雅幸」とあるのを、 『新後拾遺集』の「雅幸」が 縁であることを理由に雅縁の注記であるとしている。また、有吉保は、論
７
の中で雅縁を呈示する際 「初名雅氏・雅幸、法名宋雅」と紹介しているが、雅幸が雅縁であると うことに特別な言及はしていない。　
このように、 『新後拾遺集』の「藤原雅幸朝臣」が雅縁である
との説は、既定 事実のように扱われ、どのよ な根拠に基づくのか、果して確実であ のか、きちん した考証によっては ない。し し、雅幸の名 の事跡が『新後拾遺集』程度しか挙がってきていない は、雅縁ほど 歌人としては、極めて不自然 ことだと考える。雅幸を 何の考証もせずに 縁と認定す は早計だろう。本論ではこの問題を取り扱う。　「雅幸」が雅縁かを明確に判断することによって、少壮期の雅縁の事跡の一端が明らかになると共に、今後の雅縁の研究に寄与するも になる 考える
二、改名をめぐって
　
雅氏・雅縁と名乗っていた頃の雅縁の事跡は、記録類 散見さ
れる。本節では、それらを確認し、それぞれの名乗りの期間をできる限り明確にしたい。
　
永和三年
（一三七七）
三月四日の和歌御会始に、雅氏の名で参
仕したことが、雅縁にとって宮中歌会への登場となった。この事跡は三条公忠の日記『後愚昧記
８
』に記される。
雅氏、 和歌書様三行三字皆以如此、 而雅氏一人ハ三行五字也、非常儀歟 若為家説歟、如何、可尋之
　
雅氏の箇所には「飛鳥井云々、初参也」との注記がある。この
注記から、雅氏が飛鳥井家の人物であると知られる。さらに雅氏が一首懐紙を三行五字に書いていること、そしてその書法が家説かと推測されていることからも、雅氏を飛鳥井家の人物と認定することが可能である。一首懐紙を三行五字に書くのは、飛鳥井家特有の作法であったことはよく知られている。飛鳥井家以外に、一首懐紙を三行五字で書く例も絶無ではな
９
が、それを家説と主
張したのは飛鳥井家のみ 『正徹物
語Ａ
』にも 左の言及が
ある。
雅経は定家の門弟たりしほどに、代々みな二条の家の門弟の分なり。公宴などにて、懐紙を三行五字に書かるばかりぞ、雅経の家のかはりめにてあれ、その外は何にてもただ二条家と同じ者なり。
　
永和三年のころ、公忠の目には三行五字の懐紙書法は珍しく
映ったが、正徹のころになると、飛鳥井家が懐紙を三行五字に書くのは周知のことだった。　
雅縁はまた、永徳元年
（一三八一）
三月の後円融天皇の室町第
御幸に参仕している。この御幸に関しては 漢文で書かれた日『雅氏朝臣記』が残る。国文学研究資料館には、高松宮旧蔵本の
〔　　〕29
マイクロフィルムが所蔵されており、ここから『雅氏朝臣記』を閲覧することができた。同記は、後円融天皇の室町第御幸を記録した漢文日記であるが、蹴鞠の際の故実や装束描写に詳しく、和歌会の際も歌を全て記録していることから、作者の関心の方向性が容易に推察され 。これを著したのは、当時雅氏と名乗っていた雅縁だろう。この時の室町第御幸の 会の様子は、稲垣弘明が『雅氏朝臣記』を適宜引用しながら述べた論
Ｂ
に詳しい。
　
雅氏が記録に見える遅い例は、永徳元年八月十五夜に宮中で行
われた歌会である。講師を務めていた とが『後愚昧 』 『愚管記』等
Ｃ
から知られる。同八月十九日にも、観月歌会で兼日奉行を
務めてい
るＤ
。そして、至徳三年
（一三八六）
になると、雅縁の名
で四月二十七日の後円融仙洞歌会に参加し、下講師を務めているＥ
。よって、この間に改名がなされたと推察できる。以降は、応
永五年に出家するまで、雅縁の名で活動する。　
さて、 『新後拾遺集』は、永徳三年 完成した勅撰集であるが、
官位表記には混乱があることが知られて
Ｆ
いる。四季部のみが先に
奏覧されたので、四季部の官位表記は奏覧 行われた永徳二年時、それ以降の官位は永徳三年時のも となる。　「藤原雅幸朝臣」歌が入集しているのは冬部であるから、雅縁が「藤原雅幸朝臣」であると仮定して、 の名が使用されたのは永徳二年と考えら る。つまり、雅幸の名は雅氏以降、雅縁以前に使用していたことにな ので、改名の順と確実な期間を挙げると、雅氏
（永和三年～永徳元年）
→雅幸
（永徳二年）
→雅縁
（至徳三
年～応永五年）
→宋雅
（応永五年～正長元年）
となる。
三、 『新後拾遺集』の「藤原雅幸朝臣」
　
本節では、 『新後拾遺集』の「藤原雅幸朝臣」が雅縁であると
断定できるかを、その撰進作業、当時の歌壇状況等から考察してゆく。　
二十番目の勅撰集『新後拾遺集』には、 の名
で以下の詠作が収められている。
題しらず
さえあかす嵐の程も今朝みえて雪にわかるる嶺のよこ雲 
（冬・五三四）
　『勅撰作者部類
Ｇ
』の飛鳥井雅縁項『新後拾遺集』に、 「藤原雅幸
朝臣」 の名で一首入集が記される。即ち、この詠作に他ならない。　「藤原雅幸朝臣」が雅縁であるとの根拠は、 『勅撰作者部類』の記載による。 『作者部類』の『新後拾遺集』作者の部分は、正保三年
（一六四六）
に榊原忠次が編集した『続作者部類』にあた
るＨ
。
「藤原雅幸朝臣」を雅縁とするのは、後代、江戸期の説である。　
ところが、同じ江戸期の『二十一代集才子
伝Ｉ
』では、 「権中納
言雅縁」の項に「詞藻廿九首、戴在于新続古今集」と記すのみで、『新後拾遺集』入集は書かれていない。 『二十一代集才子伝』は、『勅撰作者部類』と同様に勅撰集の作者に関して、各集の何の部に何首入集しているかが整理されたもの。 『二十一代集才子伝』が『勅撰作者部類』と異なる点は、 「才子伝」の名の通り、記載する作者を四位以上の男子に限っていることである。女子と僧侶は入らないが、女帝と法親王は含む。勅撰作者に関して略伝を載
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せており、その点では便宜が多い。雅縁はもちろん『二十一代集才子伝』の記載範囲に入る。加えて、 「藤原雅幸朝臣」も「朝臣」とあって四位であることから記載がある。しかし、 「藤原雅幸朝臣」の詳細は不明だったよう 、名前のみで略伝に 何も記述されない。　
ここから「藤原雅幸朝臣」を雅縁とするのは、周知徹底してい
るわけではなかったことが知られる。 『続作者部類』 の編集と 『新後拾遺集』成立とは、二百五十年以上の懸隔があり、 『続作者部類』を全面的に信用してよいか、問題が残る。　『尊卑分脉』の雅縁項に「藤原雅幸」の記載はない。雅幸という名はただ一箇所、藤原雅清の本名とし 見える。雅清は雅縁の男で、雅世のこと。雅清項に 、 「本名雅氏、又雅幸、雅世」と傍記される。しかし、傍記のうち雅清に妥当するのは 世 みある。雅氏は先に見たように 雅縁の本名であった。ここから、雅氏と雅幸の傍記に関しては、 縁の注記が誤って 清の項に記されたものと考えられている
Ｊ
。雅氏の例があるので、雅幸も雅縁
の可能性が多分に存する。　
また、朝臣の表記から、 「藤原雅幸」は四位の人物とわかる。
雅縁若年時の官位昇進について 資料が乏 いが 永徳元年の『雅氏朝臣記』が存すること、そしてその中で雅氏が「朝臣」をつけて示されることから、当時既に四位であっ ことがわかる。室町第御幸のことは『愚管記
Ｋ
』永徳元年三月十四日条にもあり、
鞠会の記事に雅縁は登場し、 「次、 氏朝臣進解鞠置掛中央」と解鞠の役をしたことが、 「朝臣」の呼称を付して され 。なお、
雅縁が従三位となるのは、 応永四年
（一三九七）
四月十五日である。
雅縁と雅幸を同一人物とすると、朝臣と記されるのは妥当ということになる。　
それでは、 『新後拾遺集』の撰進過程と雅縁の活動とを重ね合
わせてみたい。 『新後拾遺
集Ｌ
』は、永和元年
（一三七五）
に足利義
満の執奏により、後円融天皇の綸旨が二条為遠に下って撰集が始まった。為遠の不熱心により作業が遅れ 中、永徳元年八月二十七日に為遠が没し、二条為重が後 継いで完成させた。 徳二年に、後円融天皇の譲位に先立ち、四季部 み慌ただしく奏覧し、永徳三年に全巻を返納する。　
永和年間は、雅縁がちょうど歌壇に登場し始めた時期だった。
以後雅縁は、歌会に参加するようになる 集』のための応制百首「永徳百
首Ｍ
（永和百首とも）
」には、雅縁の父である雅
家が追加作者として加えられ、その詠草も残 『新後拾遺集』を意識し、入集への希望を抱いただろうことは想像に難くない。　
それまで雅氏の名で活動してきたのが、突然雅幸と改名するこ
とは、どこか不自然である。先に見たように、四季部奏覧の前年永徳元年八月十九日までは雅氏の名で記録 残る。こ 改名は、『新後拾遺集』を意識したものなのか。そうだとすると、慌ただしい改名に理由を考える必要 ある。 『新後拾遺集』の当初 撰者であった為遠は、粗放にして怠惰な人物と評され
Ｎ
、撰集は遅々
として進捗せず、集完成の目途は立っていなかった。それが、永徳元年八月二十七日 為遠が没し、為重が作業を継承したこと
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で、勅撰集の完成へ期待が高まったはずである。為重が撰者となったことが、 雅縁の改名の何らかの契機となったのではないか。　
また、雅縁がこの名を名乗った背景として、宋縁僧正の存在が
浮かび上がってくる。宋縁は、東寺覚王院に住持した真言僧で、醍醐寺三宝院の光済 ともに幕府の信任が厚かった。不明な点も多いが、新熊野社 別当も務めており、同社の猿楽張行に関す研究で注目され、事跡が整理
Ｏ
されている。その経歴を見ると、南
都の勢力争いの際、興福寺の衆徒によって光済と共に遠流が要求され、応安七年
（一三七四）
十一月五日に備中に配流になったこ
とが注目される。しかしこれは形式的な処分であったらしく、同年十二月二十八日には赦免 帰洛している。こ 事件を扱った『春日神木御入洛見聞記
Ｐ
』では、南都訴訟の解決が長引いたのは、
光済・宋縁の処分が延引したせいだとされる
Ｑ
。逆に宋縁に対する
幕府の信任の厚さ 窺われえ　
宋縁は和歌への関心も高かったようで、幕府歌会に参加した記
録がある。また、 『新千載集』 に一首、 『新後拾遺集』 に一首 『新続古今集』に四首入集を果たした。歌会への参加記録は、永和元年
（一三七五）
八月二十五日幕府歌会始である。 『花営三代
記Ｒ
』に
記事があるが、歌は残らない。題者は二条為遠で、題は「池辺松久」 。参加者には、足利義満や細川頼之、 条家の為遠・為重そして光済らがいた。　
この歌会の参加者に「藤原幸福丸」なる人物がいる。これが雅
縁のことらしいと、内閣文庫蔵『花営三代記』の注記から知ることができる。このこ は、早く井上宗雄が指摘
Ｓ
していた。注記に
は「飛鳥井雅縁也、法名宋雅、于時同宿覚王院云々、慕宋縁僧正旧恩故、取縁字号雅縁 又取 字称法名宋雅」とある。この時、雅縁は覚王院に宋縁と同宿とあるので、歌会への参加も宋縁からの慫慂があって実現した可能性が高い。あるいは当時十八歳、元服以前だった雅縁は、宋縁に稚児として仕えていたのかもしれない。　
宋縁から法号の「縁」字をもらい「雅縁」 、そして後に「宋」
字から「宋雅」と名乗ったのが事実ならば、雅縁の 縁に対する傾倒は尋常ではない。しかも、このように字を貰い受けるのは、宋縁没後のことなのである。宋縁は、康暦元年
（一三七九）
頃に
没した
Ｔ
と考えられている。生前に一字を貰ったとすれば、後見な
どを期待しての所為 も考えられるが、没後であれば実益はあるまい。雅縁は純粋に、かつ極めて強く宋 を敬慕してい 考えられる。　『新後拾遺集』入集名の「雅幸」もまた、宋縁ゆかりの名と解することができるかもしれない。 「幸福丸」 「幸」字に、井家の通字であ 「雅」を組み合わせれば「 幸」となる。これまで見た、宋縁に対する 縁の並々 らぬ傾倒ぶりを斟酌すれば、勅撰集の作者名に宋縁ゆ りの名乗りで入りたいと 強い願望のごときものを、雅縁が持っていたと想像する もできる。以上のことから、 「雅幸」は雅 が名乗る蓋然性 高い名であると考える。　『新後拾遺集』の「雅幸」を中心に調査してみると、 は雅縁である可能性が高いといえる。 しかし、 根拠となる資料が 『新
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後拾遺集』のみでは論拠薄弱であろう。引き続き、 「雅幸」が雅縁であると判断する材料がないか探すと、雅縁の家集『晴月集』の存在が浮かび上がってくる。
四、 『晴月集』の「雅幸」から
　
雅縁の家集『晴月集』には、 「于時雅幸朝臣」との注記のある
歌が二首残る。本節では、この歌に関して調査し、 「雅幸」が雅縁であった根拠になりえるかを考証する。　『晴月集』は一九九五年に有吉保によって翻刻紹
介Ｕ
された雅縁
の家集である。日本大学文理学部図書館蔵の孤本で、 『新編私家集大成
Ｖ
』に収められている。
　『晴月集』の部類歌冬部には、 「題しらず」の詞書のもと、次の歌が見える。
さえあかすあらしの程もけさみえて雪にわかるゝ峰の横雲 
（四二）
　『新後拾遺集』に「藤原雅幸朝臣」の作者名で入集する作と同一であり、また、 「新後拾遺于時雅幸朝臣」との注記が付されている。 『晴月集』から、 「藤原雅幸朝臣」が雅縁であることを徴することができるが、 だ、本集がどれほど信頼できるかという問題も残る。雅縁の家集類に関しては問題が多く、 『晴月集』はそうした点を補える貴重な資料ではあるものの、孤本 り、慎重に扱 必要がある。　『晴月集』には、応永十五
（一四〇八）
年、後小松天皇の北山第
御幸の際の詠歌と、応永四年に三度昇進したことを「寄神祝言」
の題で詠んだ和歌に「三行五字」という注記がある。左にその二首を挙げる。
いけ水のみぎはのたづも幾千代かめぐみをみつの舟にちぎらむ 
（五二）
ひとゝせにみたび ぼれるくら井山身にあまるまで神やうくらむ 
（六一）
　
このような情報は、懐紙の実物を披見しなければ分からないも
のなので、 『晴月集』は飛鳥井家にごく近しい範囲で編集されたものと考えられる。 『晴月集』 の資料性を考える一端になるだろう。　『晴月集』には、 『新後拾遺集』入集歌の他に一首、 「于時雅幸朝臣」の注記が付された歌がある。
南京八景の中猿沢池月
のどかなる波にそこほるさる沢の池よりとをく月はすめども 
（三四）
　
書陵部蔵『待需抄』六に収める「南京八景」にこれと同じ詠作
が確認できる。その作者は「左近権少将藤原雅幸朝臣」とあり、「飛鳥井」と傍記される。　「南京八景」は、奈良の景物を八景にあてはめたもので、八つの題に漢詩と和歌が一首ずつ配されている。参加者は十六人。割り当ては、以下の通り。 「南円堂藤」は漢詩を近衛道嗣、和歌を二条良基。 「佐保川蛍」 は漢詩を三条西公時、 和歌を三条公忠。 「猿沢池月」は漢詩を菅原淳嗣、和歌を藤原雅幸。 「春日野鹿」は漢
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詩を勧修寺経重、和歌を一条公勝。 「三笠山雪」は漢詩を徳大寺実時、和歌を西園寺実俊。 「雲居坂雨」は漢詩を菅原秀長、和歌を二条為重。 「東大 鐘」 は漢詩を久我具通、 和歌を四辻善成。 「轟橋行人」は漢詩を大炊御門冬宗、和歌を小倉実遠。　「南京八景詩歌」の催行は、参加者の官職表記を考慮して、永徳二年
Ｗ
と推測されている。確認すると、参加者のうち三条西公時
は永 三 三月十一日に没しているので、下限はここに定められる。他の官位表記が多少混乱していても、永徳三年以降ではありえない また、三条西公時は永徳三年三月三日に権大納言となっているが、 「南京八景詩歌」では「権中納言」とされる。 「南京八景詩歌」の官位表記は、極位極官 なく、詠作時 官位で示されているのだろう 一条公勝は「権中納言」だが、公勝が権中納言になったのは永徳二年正月 十六日で、催行上限はこの辺り定められる。まとめ と 一条公勝の任権中納言以降 三条西公時の任権大納言以前、永徳二、三年となる。　
永徳二年は、 『新後拾遺集』において雅縁が「雅幸」の名で入
集したとされる時期に重なる で、 『南京八景詩歌』によって雅縁が雅幸と名乗っていたことを年次的に裏付けられ、かつ『晴月集』注記の正確 をも徴する ができる。　『南京八景詩歌』の参加者「左近権少将藤原雅幸朝臣」が飛鳥井雅縁だということは、これまで言及されてはこなかっ 。雅縁の事跡のなかでも注目されてはいな が、雅縁 若年時の事跡の一つとして考察の余地はあるうえに、 「雅幸」という名の根拠として重要である。
五、おわりに
　
管見に入った諸資料を吟味し、 『新後拾遺集』の「藤原雅幸朝
臣」が飛鳥井雅縁であると言えるどうかを検討した。要点をまとめると、以下のようになる。
一、 『勅撰作者部類』に雅縁が雅幸の名で『新後拾遺集』に
入集する旨の記載があるが、 『二十一代集才子伝』はこれを計上せず、江戸期の認識は一様ではない。
二、 『尊卑分脉』の飛鳥井雅清の項に「本名雅氏、又雅幸、
雅世」とある。雅氏は雅縁の本名であり、続く雅幸も雅縁の注記が誤った可能性が高い。
三、永徳元年
（一三八一）
の時点で雅縁が四位だったことが
『雅氏朝臣記』から分かる。その後雅幸と名乗ったとしても、位階上 齟齬は生じない
四、 「雅幸」は、宋縁僧正との関係と、かつて「幸福丸」と
名乗っていたことに徴して、雅縁が名乗 蓋然性が高い名前である。
五、雅縁の家集『晴月集』に『新後拾遺集』入集歌ほかが「藤
原雅幸朝臣」の注記を伴い収められ いる。他出『南京八景詩歌』により、その詠作が永徳二年頃のものであると知られ、年次的な整合性がある。
　
以上の事柄を勘案すれば、 『新後拾遺集』の「藤原雅幸朝臣」
が飛鳥井雅縁であることは動くまい。雅縁は永徳二年頃の短期間、雅幸と名乗っていたことになる。歌道家としての飛鳥井家を
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考えるキーパーソンたる雅縁の伝記上の一問題を考察し、 「藤原雅幸朝臣」は飛鳥井雅縁であると結論したい。注（１）
　
橋本不美男「雅親と室町期の飛鳥井家」 （ 『日本古典文学会々報』
七九、一九八〇年四月） 。
（２）
　
有吉保「中世飛鳥井流の歌壇活動 考察（一）─飛鳥井雅縁（宋
雅）攷
　
新資料『晴月集』の翻刻を兼ねて─」 （ 『日本大学人文科学
研究所研究紀要』四十九、一九九五年三月） 。
（３）
　
小川剛生「研究余滴
　
為右の最期」 （ 『日本古典文学会々報』百三
十二、二〇〇〇年 月） 。
（４）
　
井上宗雄『中世歌壇史の研究
　
南北朝期
　
改訂新版』 （明治書院、
一九八七年） 。
（５）
　
前掲井上著書。
（６）
　
前掲井上著書。
（７）
　
前掲有吉論文。
（８）
　『大日本古記録
　
後愚昧記
　
二』 （岩波書店、一九八四年） 。
（９）
　
武井和人「飛鳥井家歌学 類札記─室町歌学史私稿─」 （ 『リポー
ト笠間』二四、一九八三年 月 、同『中世和歌の基礎的研究』 （笠間書院、一九八九年） 。
（
10）　
小川剛生訳注『正徹物語』 （角川ソフィア文庫、二〇一一年） 。
（
11）　
稲垣弘明「室町期における「公宴」蹴鞠会の挙行形態─その比較
検討を通してみた性格について─」 （ 『芸能史研究』一三六 九七年一月） 、同 『中世蹴鞠史の研究─鞠会を中心に─』 （思文閣出版、二〇〇八年） 。
（
12）　
前掲井上著書八〇九頁、前掲有吉論文。
（
13）　
前掲有吉論文。
（
14）　
前掲井上著書。
（
15）　
島津忠夫「新後拾遺和歌集管見」 （ 『中世和歌とその周辺』笠間書
院、一九八〇年四月） 、および前掲井上著書。
（
16）　『勅撰作者部類』 （山岸徳平編『八代集全註
　
第三巻』所収、有精
堂出版、一九六〇年） 。
（
17）　
スピアーズ・スコット「 『勅撰作者部類』の諸問題─その改編を
中心に─」 （ 『和歌文学研究』九五、二〇〇七年十二月） 。
（
18）　『二十一代集才子伝』 （山岸徳平編『八代集全註
　
第三巻』所収、
有精堂出版、一九六〇年） 。
（
19）　
前掲井上著書七五二頁。
（
20）　
竹内理三編 『續史料大成
　
愚管記
　
四』 （臨川書店、一九六七年） 。
（
21）　
前掲井上著書。
（
22）　
深津睦夫「応制百首和歌に関する一考察」 （ 『名古屋大学国語国文
学』五三、一九八三年十一月） 、同『中世勅撰和歌集史の構想』 （笠間書院、二○○五年） 、および前掲井上著書。
（
23）　
前掲井上著書。
（
24）　
天野文雄『世阿弥がいた場所
　
能大成期の能と能役者をめぐる環
境』 （ぺりかん社、二〇〇七年） 。
（
25）　「春日神木御入洛見聞記」 （ 『群書類従』神祇部所収） 。
（
26）　
前掲天野著書。
（
27）　「花営三代記」 （ 『群書類従』雑部所収） 。
（
28）　
前掲井上著書七四六頁。
（
29）　
小川剛生『足利義満』 （中公新書、二〇一二年）
（
30）　
前掲有吉論文。
（
31）　『新編私家集大成五』 （明治書院）
（
32）　
堀川貴司『瀟湘八景
　
詩歌と絵画に見る日本化の様相』 （臨川書
店、二〇〇二年） 。
︻
附
記
︼　『晴月集』の閲覧調査に便宜を与えられた辻勝美氏に感謝申し上げる。
